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2001年出上の木簡

広
島
。安
芸
国
分
寺
跡

所
在
地
　
　
　
広
島
県
東
広
島
市
西
条
町

調
査
期
間
　
　
第

一
二
次
調
査
　
一
一〇
〇
〇
年

（平
１２
）
八
月
１
二
〇
〇

一
年
三
月

発
掘
機
関
　
　
①
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

調
査
担
当
者
　
鍛
冶
益
生

・
妹
尾
周
三

。
関
広
尚
世

・
中
山
　
学

・
吉
野

健
志

遺
跡
の
種
類
　
寺
院
跡

遺
跡
の
年
代
　
入
世
紀
中
葉
―

一
一
世
紀

遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

安
芸
国
分
寺
跡
は
、
広
島
県

の
西
部
、
古
代
安
芸
国
の
ほ
ぼ

中
央
に
広
が
る
西
条
盆
地
の
北

側
段
丘
上
に
位
置
す
る
。
標
高

は
約
二
二
〇
ｍ
で
あ
る
。

線

　

発
掘
調
査
は
、　
一
九
三
二
年

市。

（昭
和
七
）
に
塔
跡
を
対
象
と

脚
し
て行
な
わ
れ
た
が
、
そ
の墳

て

料
は
原
爆
に
よ
っ
て
焼
失
し
た
。

そ
の
後
、
史
跡
指
定
を
目
的
と
す
る
広
島
県
教
育
委
員
会
の
調
査

（
一
九
エハ
九

―
七
一
年
）
を
経
て
、　
一
九
九
九
年
か
ら
保
存
整
備
及
び
範
囲
確
認
調
査
が
東

広
島
市
教
育
委
員
会
と
帥
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団
に
よ
っ
て
継
続
的

に
行
な
わ
れ
、
古
代
の
伽
藍
配
置
が
徐
々
に
明
ら
か
と
な
っ
て
い
る
。

第

一
二
次
調
査
は
、
中
心
伽
藍
東
側
の
遺
構
の
有
無
と
、
旧
地
形
の
状
況
を

把
握
す
る
目
的
で
、
史
跡
指
定
地
の
中
に
幅
約
三
ｍ
南
北

一
〇
〇
―

一
二
〇
ｍ

の
ト
レ
ン
チ
を
三
本
設
定
し
た
。
そ
の
結
果
、
最
も
東
側
の
一
ト
レ
ン
チ
に
お

い
て
九
世
紀
前
半
―
中
頃
の
南
北
溝
Ｓ
Ｄ
四
五
〇
を
検
出
し
、
そ
れ
に

一
部
壊

さ
れ
る
か
た
ち
で
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
五

一
の
存
在
が
明
ら
か
と
な
っ
た
。
木
簡
は
こ

の
土
坑
Ｓ
Ｋ
四
五

一
か
ら
多
量
の
木
製
品
や
墨
書
土
器
な
ど
と
共
に
出
土
し
た
。

土
坑
Ｓ
Ｋ
四
五

一
は
、
北
側
が
幅
広
い
長
台
形
状
を
な
す
も
の
で
、
南
北

九

・
五
ｍ
前
後
、
東
西
五
ｍ
以
上
、
深
さ
○

。
人
ｍ
を
測
る
。
木
簡
を
は
じ
め

木
製
品

。
須
恵
器

。
土
師
器

・
製
塩
土
器

・
瓦
類
な
ど
の
遺
物
は
、
木
暦
層

盆

Ｏ
層
）
か
ら
出
土
し
た
が
、
そ
の
上
面
全
体
を
水
平
に
覆
う
か
た
ち
で
九

―
八
層
が
広
が
っ
て
い
た
。
九
１
人
層
は
土
器
や
瓦
類
の
わ
ず
か
な
破
片
が
認

め
ら
れ
た
だ
け
で
あ
り
、
土
坑
を
埋
め
た
際
の
上
と
考
え
ら
れ
る
。

木
簡
は
、
五
〇
点
以
上
が
出
上
し
て
お
り
、　
一
部
に
は
削
暦
も
認
め
ら
れ
る
。

木
簡
状
木
製
品
も
四
点
確
認
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
れ
ら
は
現
在
整
理
中

の
た
め
、
今
回
は
主
要
な
も
の
を
紹
介
す
る
。
墨
書
土
器
は
、
「安
居
」
盆

二

個
体
）
「寺
前
」
（七
個
体
）
「斎
会
」
（五
個
体
）
「沼
田
」
（四
個
体
）
の
他
に

「寺
」
「仏
」
「勝
千
」
な
ど
が
あ
り
、
土
器
の
特
徴
か
ら
い
ず
れ
も
八
世
紀
中
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〔恵
力
〕

御
料
二
升
五
合

『容
客
人
□
得
□
□
□
』

十
日
安
芸
郡
□
□
」

葉
と
考
え
ら
れ
る
。
ま
た
、
溝
Ｓ
Ｄ
四
五
〇
上
層
で
は

「講
院
」
「壱
院
」
「大

寺
」
な
ど
多
数
の
墨
書
土
器
が
出
上
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

〔四
カ
〕『之
之
之
』

□
　
　
□
斗

目
大
夫
御
料
者

送
人

秦
人
乙
麿

付
□
□

『之
之
之
之

之

之
之

之
之
秦
秦
秦
秦
』

〔
×
噛
と

天
平
勝
賓
二
年
四
月
廿

（
九
拠
琲
Ｍ
螂

噌
粗
銚

＊
」

〔
下
坐
力
〕

（
∞
Ｏ
Ｐ
）
×
∞
⇔
×
『
　
ｏ
Ｐ
ｏ

（
Ｐ
∞
〇
）
×
∞
Ｐ
×
Ｏ
　
ｏ
∞
Ｐ
＊

(4)

漏
…

Ⅲ

出

〔升
力
〕

×
□
五
合
七
日
用
米
三
斗
八
升
五
合

〔
薦
力
〕

×
□
郷
鋪
設
事
躙
珂
枚×
　
　
相
□〔ニ
カ
〕

諭

蛇

肇

鵡

解

面

濯

□

〔楳

三
カ
〕

日
日

日
□
ｏ
□
□
（勲
ぎ
用
米
事
口
□

⑪

　

「
＜
佐
伯
郡
米
五
斗
」

llη    l161    1151    11り l131    1121    011    1101   (9)   (8)   (7)   (6)

〔米
力
〕

「
＜
高
宮
郡
竹
原
□
□
□
□
」

（
］
Φ
∞
）
×

］
］
×

ω
　

ｏ
∞
岸

Ｐ
『
∞
×

］
ｏ
×

∞
ｂ

　

ｏ
∞
］
＊

「山
方
郡
楳

＜
」

［月
力
〕

「山
方
郡
六
□
佐
良
＜
」

「
＜
山
方
郡
宇
伎
郷
費
」

「沙
田
郡
□
□
□
□〔郷

米
五
斗
力
〕

「
＜
沙
田
郡
□
□
□
□
□
□
＜
」

「
＜
木
綿
郷
供
料
五
斗
＜
」

〔
屋
郷

坐
力
〕

。
「
＜
高
□
□
□
菌

一
枚
　
」

・
マ

日
――

回

日

□

」

「
＜
原
里
＜
」

冨

日

回

〔加
力
〕
〔米
石
二
斗
五
升
力
〕

「
□
□
□
□
□
□
□
□
□
」

〔沙

田
力
〕
　

〔
四
升

五
合
力
〕

「
＜
□
口
□
日
回
□
□
□
□
」

∞
∞
×

］
Ｐ

伽
×

ω
　

ｏ
∞
］

Ｐ
ω
φ

×

Ｐ
ド

×

］

〇
∞
］

∞
∞
×

Ｐ
伽
×

卜
　

ｏ
∞
］

Ｐ
ｏ
∞
×

］
卜
×

『
　

ｏ
∞
］

（
Ｐ
Ｐ
い
）
×

］
Ｏ
×

∞
ｂ

　

Ｏ
解
ｏ

Ｐ
卜
伽
×

］
Ｐ
×

ω
　

ｏ
∞
Ｐ

Ｐ
∞
ｏ
×

］
ヽ
×

卜
　

ｏ
∞
Ｐ

岸
ヽ
滓
×

〕
⇔

×

卜

　

〇
∞
］

ｏ
ヽ
×

］
ｏ
×

卜
　

ｏ
∞
Ｐ

（
〇
『
）
×

Ю
卜
×

卜
　

〇
∞
Φ

滓
『
岸
×

Ｐ
『
×

］
　

ｏ
枷
Ｐ

牌
ヽ
］
×

］
Ｐ
×

∞
　

〇
∞
］



2001年出土の木簡
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「＜�
即祀
四
斗
□
□
日
国

「諭
辟
酢
閉
畔
型

「廿
連
＜
」

「
＜
小
豆
四
×

「枡
子
」

＜
封

「
＜

窒
笙線
）

「口

回

」

「日
Ｈ
日
翌

（題
鎖
軸
）

〔得
力
〕

「□
交
易
□

「□
□
□
□

万
呂
□
日
日
Ｈ
口

「進
□
回
　
　
□

「　
　
□
□
口
回

（
Ｐ
∞
∞
）
×

］
『
×

『
　

ｏ
∞
Φ

Ｐ
枷
ｏ
×

Ｐ
∞

伽
×

卜
　

ｏ
∞
Ю

Ｐ
岸
ω
×

Ｐ
『
×

『
　

ｏ
∞
中

（
岸
岸
岸
）
×

］
〇
×

攣

∞
　

ｏ
∞
Φ

］
ｏ
Ｐ
×

］
∞
×

φ
　

ｏ
ド
Ｐ

（
岸
∞
Φ
）
×

∞
Ｎ
×

∞
　

ｏ
∞
ｏ

（
ｏ
∞
）
×

∞
∞
×

卜
　

ｏ
∞
ｏ

（
∞
∞
ｍ
）
×

や
ｏ
×

岸
〇
　

〇
ω
μ

盆

９

×

含

じ

×

い
　

ｏ
盟

Ｏ

Ｎ
じ

×

含

９

×

ａ

）

ｏ
驚

Ｏ

∞
じ

×

命

じ

×

ｏ
　

ｏ
驚

の
　
。
同
Ｈ

Ｈ
□

。
日

回

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
（∞
Φ
）
×
（∞
）
×
卜

ｏ
∞
Ｐ

〔硼

　
　
　
×
一甜
叫
力
〕
　

／く
」
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
含
ｏ
じ

×
含
じ

×
卜
　
ｏ
∞
ｏ

①
は
五
五
伽
以
上
の
大
型
木
簡
。
国
分
寺
跡
出
上
の
紀
年
木
簡
で
は
最
も
古

い
。
「佐
伯
部
足
嶋
」
は
安
芸
の
国
造

一
族
佐
伯
直
の
存
在
に
照
応
す
る
。
肩

書
き
の

「帳
」
が

「主
帳
」
を
略
し
た
も
の
と
す
る
と
、
足
嶋
が
主
帳
を
務
め

る
某
郡
か
ら
国
分
寺
滞
在
中
の
安
芸
国
の
目
に
宛
て
た
物
品
の
送
り
状
と
い
う

こ
と
に
な
る
。
あ
る
い
は
目
の
意
を
受
け
て
足
嶋
が
作
成
し
た
国
分
寺
法
会

ヘ

の
寄
進
状
と
い
う
理
解
の
余
地
も
残
る
。
役
目
を
終
え
た
の
ち
表
面
左
右
に

「之
」
や

「秦
」
な
ど
と
習
書
さ
れ
、
上
端
は
縦
に
数
回
さ
ら
に
横
に
も
刃
を

入
れ
て
破
砕
さ
れ
て
い
る
。
下
端
は
腐
食
が
進
む
。
側
面
は
削
り
調
整
。

②
は
米
の
支
給
な
ど
に
関
わ
る
記
録
簡
と
思
わ
れ
る
。
表
と
し
た
面
の

「客

人
」
の
下
は

「恵
」
の
ほ
か

「急
」
の
可
能
性
も
残
る
。
下
端
は
裏
面
か
ら
斜

め
に
刃
を
入
れ
て
切
り
離
す
が
、
上
端
は
表
面
か
ら
水
平
に
刃
を
入
れ
て
折
っ

た
ま
ま
未
調
整
。
裏
面
右
上
の
細
字
が
上
に
続
く
こ
と
か
ら
も
上
端
の
折
損
は

二
次
的
な
も
の
。
側
面
は
削
り
調
整
。

①
は
上
下
三
片
に
分
か
れ
て
出
上
し
た
。
破
断
さ
れ
た
の
は
廃
棄
の
際
と
思

わ
れ
る
。
上
下
端
は
折
損
。
側
面
は
削
り
調
整
。
左
側
は
面
を
取
る
。
「楳
」

の
上
部
に
孔
が

一
カ
所
貫
通
す
る
。
薦

・
菌

・
楳
な
ど
を
列
記
し
、
座
席
の
設

営
作
業
を
郷
単
位
に
割
り
当
て
た
こ
と
を
示
す
も
の
か
。
菌
は
⑬
、
楳
は
０
の



荷
札
に
も
み
え
る
。

④
は
上
端
を
尖
頭
状
に
削
る
。
下
端
は
キ
リ
オ
リ
。
側
面
は
削
り
調
整
。
尖

頭
部
寄
り
に
穴
が
あ
り
そ
こ
で
二
つ
に
折
れ
て
い
る
。
短
冊
形
木
街
の
一
端
を

尖
ら
せ
中
程
に
穴
を
開
け
て
何
か
の
道
具
に
再
利
用
し
た
か
。

①
は
佐
伯
郡
か
ら
の
米
の
荷
札
。
以
下
、
の
ま
で
は
お
お
む
ね
荷
札
を
主
と

し
た
付
札
類
で
あ
る
。

０
は
山
方

（県
）
郡
か
ら
の
楳
の
荷
札
。
楳
は

『新
撲
字
鏡
』
（享
和
本
）
に

「止
万
」
の
訓
が
あ
る

（東
野
治
之
氏
ご
教
一０
。
０
と
同
じ
く
木
簡

へ
の
切
り

込
み
の
位
置
か
ら
す
る
と
文
字
が
逆
さ
ま
に
書
か
れ
て
お
り
、
例
え
ば
、
荷
札

を
荷
物
に
く
く
り
つ
け
た
後
、
自
由
の
き
く
方
を
上
に
し
て
物
品
名
な
ど
を
記

入
し
た
た
め
か
。
０
と
同
筆
の
可
能
性
も
あ
る
。
⑭
は
皿
の
荷
札
。
①
は
山
方

郡
宇
伎
郷
か
ら
の
貨
の
荷
札
。
『和
名
抄
』
で
は
宇
岐
郷
と
す
る
。
貨
は
葦
な

ど
で
編
ん
だ
む
し
ろ
の
こ
と
か
。

０
は
高
宮
郡
竹
原
郷
か
ら
の
米
の
荷
札
と
思
わ
れ
る
。

⑩
の
原
型
や
用
途
は
不
明
。
「沙
田
郡
」
は
後

「豊
田
郡
」
と
改
称
。
⑭
は

沙
田
郡
某
郷
か
ら
の
米
の
荷
札
と
思
わ
れ
る
。

⑫
の

「木
綿
郷
」
、
⑬
の

「高
屋
郷
」
は
と
も
に
賀
茂
郡
の
郷
名
。

⑭
は
裏
面
上
部
に
も
墨
付
き
が
あ
る
が
文
字
か
ど
う
か
不
明
。
ω
の
下
端
は

折
損
。
冒
頭
は

「木
綿
」
の
可
能
性
が
あ
る
。
⑩
は
米
の
付
札
の
可
能
性
が
あ

る
。
⑫
は
上
端
表
裏
両
側
か
ら
の
キ
リ
、
下
端
は
表
側
か
ら
の
キ
リ
。
上
部
の

切
り
込
み
は
両
側
面
と
も
キ
リ
カ
キ
で
丁
寧
な
調
整
。
ω
上
端
キ
リ
オ
リ
。
下

端
を
久
く
。

⑬
は
、
墨
書
土
器

「安
居
」
と
の
関
連
が
想
定
さ
れ
る
。
の
の
両
側
面
の
切

り
込
み
は
中
央
部
に
位
置
。　
一
文
字
で

「連
」
の
可
能
性
も
。
側
は
上
端
平
面

ケ
ズ
リ
、
両
側
面
上
部
の
切
り
込
み
は
左
辺
が
エ
グ
リ
で
右
辺
は
キ
リ
オ
ト
シ
。

下
部
を
欠
く
。
小
豆
の
付
札
で
あ
る
。
②
の

「枡
子
」
は
山
椒
の
実
の
こ
と
で

あ
ろ
う
。

④
働
は
封
絨
木
簡
で
あ
ろ
う
。
い
は
上
下
端
と
も
欠
損
か
。
切
り
込
み
部
分

に
紐
を
掛
け
、
そ
の
上
に

「封
」
字
を
記
し
て
い
た
様
子
が
わ
か
る
。
裏
面
は

未
調
整
。
の
の
上
端
は
キ
リ
オ
ト
シ
成
形
。
下
端
は
欠
損
。
上
端
部
の
切
り
込

み
に
紐
を
掛
け
、
そ
の
上
に
二
本
の
墨
線
を
入
れ
て
封
ず
る
。
裏
面
未
調
整
。

材
質
か
ら
す
る
と
、
い
と
同

一
個
体
の
可
能
性
が
あ
る
。

的
は
題
銭
軸
で
あ
る
。
頭
部
は
キ
リ
オ
ト
シ
成
形
。
軸
部
下
端
は
腐
蝕
に
よ

り
欠
損
。
墨
痕
が
あ
る
よ
う
だ
が
全
く
判
読
で
き
な
い
。
題
鎖
部
は
長
さ
八

七
ｍｍ
幅
二
九
醐
厚
さ

一
〇
ｍｍ
。

的
は
上
端
キ
リ
、
下
端
は
二
次
的
な
キ
リ
オ
リ
か
。
裏
面
二
字
目
は

「畜
」

の
可
能
性
が
あ
る
。
側
は
左
側
が
割
れ
た
可
能
性
が
あ
り
、
上
端
部
に
の
み
墨

痕
が
あ
る
。
い
は
半
裁
さ
れ
て
い
て
判
読
困
難
。
の
は
両
面
に
墨
書
が
あ
る
が

判
読
で
き
な
い
。

右
の
本
街
の
な
か
で
は
天
平
勝
宝
二
年

（七
五
〇
）
の
①
が
ま
ず
は
注
目
さ

れ
る
。
安
芸
国
分
寺
の
創
建
時
期
を
示
唆
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
し
か
し
こ
れ

に
は
直
接

「国
分
寺
」
を
指
す
記
載
は
な
い
。　
一
緒
に
出
土
し
た
木
簡
や
墨
書



2001年出土の木簡

土
器
な
ど
も
あ
わ
せ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。

付
札
類
の
記
載
方
式
を
み
る
と
、
例
え
ば
①

「佐
伯
郡
米
五
斗
」
の
よ
う
に

発
送
元
記
載
に
安
芸
の
国
名
を
全
く
記
さ
な
い
。
発
送
す
る
段
階
で
宛
先
が
安

芸
国
内
に
と
ど
ま
る
と
わ
か
っ
て
い
た
の
で
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
郡
名
も
し
く
は

郡
名
十
郷
名
の
か
た
ち
で
記
す
も
の
は
、
右
の
働
佐
伯
郡
の
ほ
か
、
０
０
①
の

山
県
郡
、
①
の
高
宮
郡
、
⑩
⑩
の
沙
田
郡
な
ど
で
、
い
ず
れ
も
郡
を
越
え
て
逗

ば
れ
て
き
た
も
の
で
あ
る
。
対
し
て
郷
名
の
み
記
す
も
の
は
⑫
木
綿
郷
、
⑬
高

屋
郷
と
、
国
分
寺
所
在
の
賀
茂
郡
内
か
ら
で
あ
る
。
発
送
す
る
段
階
で
賀
茂
郡

内
の
あ
る
特
定
の
機
関
に
送
る
こ
と
が
あ
ら
か
じ
め
わ
か
っ
て
い
た
、
そ
の
よ

う
な
荷
物
の
付
札
の
よ
う
で
あ
る
。

次
に
木
簡
①
に
注
目
す
る
と
、
「鋪
設
」
と
い
う
座
席
な
ど
の
設
営
を
意
味

す
る
言
葉
と
と
も
に
、
薦

・
菌

。
楳
な
ど
が
み
え
る
。
菌
は
⑬
、
楳
は
０
に
み

え
、
０
は
⑥
と
同
筆
の
可
能
性
が
強
い
う
え
に
品
名
も
貨
で
類
似
の
も
の
で
あ

る
。
こ
れ
ら
の
木
簡
は
互
い
に
内
的
に
関
連
し
あ
う

一
群
の
木
簡
と
し
て
と
ら

え
ら
れ
る
。
ま
た
い
の

「供
養
用
米
」
、
⑫
の

「供
料
」
な
ど
仏
教
的
性
格
を

示
す
も
の
の
ほ
か
、
④
⑭
封
絨
木
簡
や
い
題
鉄
軸
な
ど
は
公
的
機
関
の
存
在
を

推
測
さ
せ
る
。
こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
右
は
天
平
勝
宝
二
年
ご
ろ
安
芸
国
内
各
地

か
ら
賀
茂
郡
所
在
の
公
的
仏
教
機
関
に
送
ら
れ
た

一
連
の
木
簡
と
い
う
こ
と
が

で
き
よ
う
。

続
い
て
同
じ
土
坑
か
ら
出
上
し
た
遺
物
と
の
関
連
か
ら
、
特
に

「斎
会
」

「安
居
」
と
記
さ
れ
た
墨
書
土
器
が
注
目
さ
れ
る
。
少
し
時
代
は
降
る
が
、

『延
喜
式
』
に
国
分
寺
で
行
な
わ
れ
る
主
要
な
行
事
が
二
つ
記
さ
れ
て
い
る
。

一
つ
は
国
分
二
寺
で
毎
年
正
月
八
日
か
ら

一
四
日
ま
で
行
な
わ
れ
る
金
光
明
最

勝
王
経
の
転
読
、
も
う

一
つ
は
金
光
明
寺

（僧
寺
）
で
最
勝
王
経
の
講
説
を
行

な
う
安
居

（四
月
一
五
日
―
七
月
一
五
日
）
で
あ
る
。
墨
書
土
器
の

「斎
会
」
と

「安
居
」
は
、
例
え
ば
こ
の
二
つ
の
行
事
の
源
流
に
関
わ
る
も
の
と
も
思
わ
れ

る
。
た
だ
し
斎
会
は
右
の
年
中
恒
例
の
行
事
に
関
わ
る
も
の
の
ほ
か
、
臨
時
の

法
会
、
例
え
ば
い
の
日
付
を
重
視
す
れ
ば
、
天
平
勝
宝
二
年
二
月
八
日
に
宮
中

か
ら
諸
国
に
わ
た
っ
て
実
施
さ
れ
た
仁
王
経
講
説
に
伴
う
斎
会
と
い
う
可
能
性

も
あ
る
。
こ
れ
は
孝
謙
天
皇
即
位
に
関
連
し
た
も
の
で
、
諸
国
に
そ
の
実
施
が

前
も

っ
て
伝
達
さ
れ
、
安
芸
国
で
は
国
司

（目
）
が
国
分
寺
に
派
遣
さ
れ
て
い

た
と
い
う
の
も

一
つ
の
推
測
で
あ
る
。

次
に
安
居
に
つ
い
て
、
国
分
寺
で
安
居
が
行
な
わ
れ
始
め
た
時
期
は
明
ら
か

で
な
い
が
、
天
平
宝
字
元
年

（七
五
七
）
に
梵
網
経
を
講
説
さ
せ
た
際
、
講
説

終
了
ま
で
諸
国
安
居
の
開
始
を
遅
ら
せ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
こ
の
年
よ
り
以

前
に
始
ま
っ
て
い
た
と
思
わ
れ
る
。
『東
大
寺
要
録
』
に
は
、
聖
武
天
皇
天
平

二
〇
年

（七
四
人
）
及
び
孝
謙
天
皇
天
平
勝
宝
元
年

（七
四
九
）
に
、
諸
国
に
安

居
の
実
施
を
命
じ
た
と
し
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
記
事
に
つ
い
て
も
今
回
の
資
料

か
ら
そ
の
信
憑
性
が
高
ま
り
そ
う
で
あ
る
。

先
に
見
た
よ
う
に
、
①
の

「鋪
設
」
も
こ
れ
ら
法
会
の
準
備
に
関
わ
る
も
の

と
み
て
よ
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。
結
局
、
本
木
簡
群

・
墨
書
土
器
に
つ
い
て
は

安
芸
国
分
寺
創
建
期
の
諸
法
会
に
関
わ
る

一
連
の
廃
棄
物
と
い
う
理
解
を
提
案



し
て
お
く
こ
と
に
し
た
い
。
右
の
理
解
が
正
し
け
れ
ば
、
安
芸
国
分
寺
で
は
天

平
勝
宝
二
年
の
段
階
で
す
で
に
重
要
な
法
会
を
開
催
し
、
そ
れ
を
支
え
る
体
制

が
で
き
て
い
た
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
そ
の
た
め
に
は
金
堂
や
塔
な
ど
主
要
な

伽
藍
が
す
で
に
完
成
し
て
い
た
と
考
え
た
方
が
自
然
で
あ
る
。
今
回
発
見
さ
れ

た
木
簡
や
墨
書
土
器
は
、
単
に
安
芸
国
分
寺
の
造
営
過
程
だ
け
で
な
く
、
国
分

寺

一
般
の
造
営
過
程
の
見
方
に
も
大
き
な
影
響
を
与
え
、
さ
ら
に
従
来
ほ
と
ん

ど
わ
か
ら
な
か
っ
た
国
分
寺
に
お
け
る
宗
狭
活
動
や
そ
れ
を
支
え
る
地
域
の
姿

も
示
し
て
く
れ
る
重
要
な
資
料
と
い
え
よ
う
。

木
簡
の
検
討
作
業
に
は
、
広
島
大
学
の
西
別
府
元
日
、
国
立
歴
史
民
俗
博
物

館
の
平
川
南
、
奈
良
女
子
大
学
の
舘
野
和
己
、
奈
良
大
学
の
寺
崎
保
広
の
各
氏

な
ら
び
に
奈
良
文
化
財
研
究
所
史
料
調
査
室
の
方
々
の
ご
協
力
を
い
た
だ
い
た
。

９
　
関
係
文
献

⑪
東
広
島
市
教
育
文
化
振
興
事
業
団

「
『天
平
勝
賓
二
年
』
銘
の
木
簡
が
出

土
」
『阿
岐
の
ま
ほ
ろ
ば
』
（文
化
財
セ
ン
タ
ー
報
二
一
、
二
〇
〇
一
年
）

同

『史
跡
安
芸
国
分
寺
跡
―
出
土
木
簡
と
そ
の
概
要
―
』
（阿
岐
の
ま
ほ
ろ
ば

特
集
号
、
二
〇
〇
一
年
）

同

『史
跡
安
芸
国
分
寺
跡
発
掘
調
査
報
告
書
Ⅳ
Ｉ
第

一
二
次

。
第

一
三
次
調

査
の
記
録
―
』
（文
化
財
セ
ン
タ
ー
報
告
書
第
一三
ハ
冊
、
三
〇
〇
二
年
）

（１
１
７
・
９
　
妹
尾
周
三
、
８
　
佐
竹
　
昭

〈広
島
大
学
》

徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
編

『観
音
寺
遺
跡
Ｉ

（観
音
寺
遺
跡
木
簡
篇
道

の
刊
行

七
世
紀
代
の
地
方
支
配
な
ど
を
示
す
木
簡
群
と
し
て
著
名
な
徳
島
県
観

音
寺
遺
跡
出
土
木
簡
の
報
告
書
が
、
徳
島
県
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー
調
査

報
告
書
第
四
〇
集

『観
音
寺
遺
跡
Ｉ

（木
簡
篇
江

十
一
般
国
道

一
九
二

号
徳
島
南
環
状
道
路
改
築
に
伴
う
埋
蔵
文
化
財
発
掘
調
査
―
と
し
て
刊
行

さ
れ
た
。

木
簡

一
点
ご
と
に
モ
ノ
ク
ロ
写
真

。
赤
外
線
写
真

・
実
測
図

・
釈
文
と

解
説
を
付
す
。　
一
部
木
簡
は
カ
ラ
ー
図
版
も
所
収
す
る
。
実
測
図
に
は
削

り
痕
跡
な
ど
を
詳
細
に
記
載
し
、
モ
ノ
と
し
て
の
本
簡
が
も
つ
情
報
を
提

供
し
て
い
る
。

ま
た
、
木
簡
の
理
解
に
不
可
欠
な
遺
構
や
共
伴
遺
物
に
つ
い
て
の
解
説

も
、
コ
ン
パ
ク
ト
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
る
。
本
簡
出
土
状
況
の
写
真
も
カ

ラ
ー

・
モ
ノ
ク
ロ
と
も
豊
富
で
あ
る
。

Ａ
四
版

・
三
二
二
買

・
カ
ラ
ー
図
版
人
頁

。
モ
ノ
ク
ロ
図
版

一
四
頁

。

付
図

一
枚
。
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